






























松 村 文 芳
育研究と設備の問題はきりはなせない関係にありま
す｡言語研究センターの未来は学生､教員､事務職
員が相互の役割をよく自覚して､自主的に発展させ
るよう努力することの中にのみあります｡
私は長くLL教室を使用してきましたが､現在は
使用していません｡現在の担当科目がLL教室のよ
うな設備を必要としないからです｡1クラスの学生
数が27名ですので､一人ずつ､徹底的に個人指導
が可能であるためです｡大学に入学してはじめて学
習する外国語は最初の一年間が決定的です｡これは
一歳から四､五歳までの幼児が親の言語を修得する
のに似て､言語が確定される時期にあたります｡し
たがってこの期間に正確な指導を受けることは新入
生にとって決定的に重要です｡中国語には音の高低
変化を-音節の中にもつ ｢声調｣があります｡子音
と母音だけで音節を構成する言語の場合はまだ矯正
ができますが､｢声調｣は一定時期 (おそらく一年
半位)をすぎると矯正できなくなります｡
私は何度か三､四年生と大学院生の声調を矯正し
ようとこころみましたができませんでした｡おそら
く子音､母音とは異なる脳のメカニズムが働いてい
るのでしょう｡私の科目は高度な機器を使用すると
ころまでは必要なく､生徒が私の唇をみつめ､発声
される音をじかに聴きながら何度も何度も訂正をく
りかえす極めて古典的方法を採用しています｡
日日HH日日HIHHlHIIlHllllHuHHl=l‖Jllll‖HHlllHlllHlHIHr日日HHll‖llllH日日lllllHlI日日lH日日11日‖llllllllHHIHHH日日HlllllHl日日=日日I‖]‖HllILHll111日11日
(1)
